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	参加目的：上記の国際会議において、その場（in-situ）光電子分光法を用いた強相関遷移金属酸化物La1-xSrxMnO3薄膜の電子構造に関する研究について、ポスター発表及び討論を行うこと、また同時に、強相関物質における電子状態の研究を中心に、高エネルギー光を用いた最先端研究に関する情報を収集・把握することを目的とした。

	会議の状況：plenary lectureとinvited talkを含む90件近いオーラル発表と、440件近いポスター発表が行われた。会議名にある真空紫外光のみならず、硬X線までのエネルギー領域を用いた最新の研究が発表された。発表分野は、光電子分光、原子、分子、表面、強相関電子物性、時間分解分光、ソフトマター、イメージング、磁性、生命科学などにわたり、活発な議論が行われていた。

	成果概要：ポスターセッションにおいて、La0.8Sr0.2MnO3薄膜のin-situ光電子分光、及びin-situ 角度分解光電子分光の結果について報告し、光電子分光分野で活躍される研究者らと有意義な議論をすることができた。また、その他の発表、発表後の研究者らとの議論を通して、今回発表した強相関遷移金属酸化物のin-situ光電子分光法を用いた研究が物性研究において非常に重要であることを強く認識した。さらに、特に日本から多数発表されていたバルク敏感光電子分光法も物性研究において非常に重要な分光手法であることを強く認識し、この分野は日本が世界に先行しているという印象を受けた。

　その他、高輝度を生かした高速測定やレーザー技術と組み合わせた時間分解分光測定は、欧米から多数報告され、進んだ研究が行われていた。また次世代光源であるX線自由電子レーザーの開発に関する報告もあり、最先端の分光研究の進捗状況を知ることができたことも大きな成果であった。








